
東
の
滝
・
夢
淵
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

東
の
滝
・
夢
淵
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

幻
想
的
な
光
に
照
ら
さ
れ
た
川
面
が

幻
想
的
な
光
に
照
ら
さ
れ
た
川
面
が

来
場
者
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

来
場
者
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

広　報
ひ
が
し
よ
し
の

2
0
2
4

（
令
和
6
年
）
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月
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魔術師　ジョン・道阪

３B体操東吉野教室

大正琴（スウィート・マミー）

ビートルーズ・カメヤのバンド

大正琴（楓）

コーラスグループ「ソナーレ～奏でる～」

チーター女子アンジェラチェリー

いきがい講座コーラス教室「響」

デ・オッシ

　

11
月
16
日
と
17
日
の
２
日
間
、
村
運
動
公
園
で
、「
東
吉
野

ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

村
の
農
林
産
物
の
振
興
を
図
る
農
林
産
物
品
評
会
や
村
民

の
皆
さ
ん
の
文
化
芸
術
に
対
す
る
創
作
意
欲
を
高
め
る
文
化

展
覧
会
、
健
康
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
目
的
と
す
る
健
康

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
い
き
が
い
講
座
コ
ー
ラ
ス
教
室
や
、
多

く
の
住
民
グ
ル
ー
プ
の
方
々
に
よ
る
文
化
発
表
会
、
屋
内
外

で
は
村
民
有
志
の
模
擬
店
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
が
一
堂

に
集
結
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
特
別
出
演
と
し
て
、
魔
術
師
ジ
ョ
ン
・
道
阪
に

よ
る
華
麗
な
る
ス
テ
ー
ジ
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
、
チ
ー
タ
ー
女

子
ア
ン
ジ
ェ
ラ
チ
ェ
リ
ー
の
ア
ニ
マ
ル
バ
ル
ー
ン
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
シ
ョ
ー
、
デ
・
オ
ッ
シ
に
よ
る
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
が

あ
り
、
多
数
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
会
式
で
は
水
本
村
長
、
大
丸
村
議
会
議
長
の
挨

拶
の
あ
と
、
農
林
産
物
品
評
会
表
彰
式
を
行
い
、
優
秀
な
産

物
を
育
て
ら
れ
た
入
賞
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
農
林
産
物
品
評
会
】

　

今
年
は
１
７
２
点
の
出
品
が
あ
り
、
品
評
会
展
示
場
に
は
、

皆
さ
ん
が
丹
精
こ
め
て
育
て
ら
れ
た
柚
子
や
さ
つ
ま
い
も
、

玉
ね
ぎ
や
里
芋
等
が
勢
揃
い
し
ま
し
た
。

　

出
品
物
は
17
日
に
即
売
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。
即
売
会
の
売
上
金
は
、
善
意
銀
行
に
寄
付
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

農
林
産
物
品
評
会
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

特
　
賞

奈
良
県
知
事
賞　

里
芋	

大
字
平
野	

久
保　

和
子

奈
良
県
農
業
会
議
会
長
賞

ピ
ー
マ
ン	

大
字
小
川	

東　

久
美
子

東
吉
野
村
長
賞

柚
子	

大
字
中
黒	

大
丸　

洋
子

優
秀
賞

奈
良
県
南
部
農
林
振
興
事
務
所
長
賞

さ
つ
ま
い
も	

大
字
三
尾	

丸
山　

美
登
里

五
條
吉
野
農
業
推
進
協
議
会
長
賞

大
根	

大
字
木
津	

山
口　

百
合
子

奈
良
県
農
業
共
済
組
合
長
理
事
賞

玉
ね
ぎ	

大
字
三
尾	

岩
本　

清

奈
良
県
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
理
事
長
賞

茶	

大
字
木
津
川	

烏
帽
子　

輝
典

東
吉
野
村
議
会
議
長
賞

レ
モ
ン	

大
字
三
尾	

向
井　

広
美

東
吉
野
村
農
業
委
員
会
長
賞

じ
ゃ
が
い
も	

大
字
小	

福
田　

耕
治

東吉野まるごと フェスティバル
広 報 ひ がしよし の 令和６年12月１日
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健康チェックコーナー 天誅組コーナー

模擬店会場の様子

地域おこし協力隊・集落支援員コーナー

農林産物即売会

文化展覧会

吉
野
地
方
農
業
委
員
会
協
議
会
長
賞

ば
し
ょ
う
菜	

大
字
中
黒	

窪
西　

康
子

吉
野
地
区
営
農
連
絡
協
議
会
長
賞

キ
ウ
イ 	

大
字
三
尾	

門　

絹
江

特
別
賞

柚
子	

大
字
中
黒	

大
丸　

拳
志

入
選

小
豆	

大
字
平
野	

久
保　

和
子

赤
大
根	

大
字
木
津
川	

烏
帽
子　

小
夜
子

白
菜	

大
字
三
尾	

門　

絹
江

さ
つ
ま
い
も	
大
字
木
津
川	

中
部　

敦
子

し
し
と
う	
大
字
小
川	

東　

正
人

柚
子	
大
字
狭
戸	

阪
本　

治
夫

茶	

大
字
中
黒	

大
丸　

洋
子

　【
文
化
展
覧
会
】

　

今
年
の
展
覧
会
に
は
、
華
の
部
６
点
、
写
真
の
部
15
点
、

書
の
部
18
点
、
絵
画
の
部
13
点
、
陶
芸
の
部
13
点
、
工
芸
の

部
29
点
、
文
芸
の
部
３
点
の
展
示
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

各
い
き
が
い
講
座
よ
り
、
俳
句
教
室
11
名
、
工
芸
教
室
16
名
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
７
名
、
粘
土
細
工
教
室
12
名
、
写
真
教

室
11
名
の
生
徒
の
方
と
特
別
展
示
と
し
て
各
講
師
の
方
々
の

作
品
、
東
吉
野
こ
ど
も
園
７
名
、
小
学
校
31
名
、
中
学
校
16

名
の
作
品
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
指
定
無
形
文
化
財
保
持
者
刀
匠
河
内
國
平
氏
に

刀
、
岩
本
民
代
さ
ん
に
華
道
、
宮
崎
成
子
さ
ん
に
創
作
人
形

の
特
別
展
示
も
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】

　
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
血
管
年
齢
、
骨
密
度

等
の
ほ
か
、
今
回
は
脳
体
力
測
定
も
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
出

さ
れ
た
結
果
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
会
場
で
は
、
鮎
の
塩
焼
き
、
揚
げ
パ
ン
、
串
こ
ん

に
ゃ
く
、
よ
も
ぎ
餅
、
お
抹
茶
、
和
菓
子
、
た
こ
焼
き
等
の

模
擬
店
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
集
落
支
援
員
コ
ー
ナ
ー
、

粘
土
細
工
教
室
、
工
芸
教
室
、
東
吉
野
中
学
校
環
境
グ
ル
ー

プ
に
よ
る
古
着
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
観
光
協
定
を
結
ん
だ
松
阪

市
に
よ
る
特
産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
、
友
好
都
市
堺
市
か
ら
刃

物
や
特
産
品
の
即
売
と
、
堺
市
公
園
協
会
の
コ
ー
ナ
ー
、
ゆ

か
り
の
ま
ち
友
好
市
町
村
刈
谷
市
か
ら
は
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー「
か
つ
な
り
く
ん
」
の
缶
バ
ッ
チ
作
成
体
験
コ
ー

ナ
ー
や
、
天
誅
組
コ
ー
ナ
ー
へ
の
協
力
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

東吉野まるごと フェスティバル
広 報 ひ がしよし の令和６年12月１日
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川村優理氏による講演の様子 水本村長挨拶の様子

パネルディスカッションの様子 会場の様子

ウォーキングの様子

抽選会の様子

　

11
月
３
日
、
秋
晴
の
な
か
東
吉
野
清
流
ウ
ォ
ー
ク
を
開
催
し
、
45
名
の
方
に
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

参
加
者
は
、
ふ
る
さ
と
村
か
ら
役
場
ま
で
の
道
の
り
を
「
と
ら
い
コ
ー
ス
」
10
㎞
、

木
津
川
集
会
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
「
ゆ
っ
た
り
コ
ー
ス
」
６
㎞
、
東
吉
野
キ
ャ
ン
プ
場

か
ら
の
「
の
ん
び
り
コ
ー
ス
」
４
㎞
の
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
美
し
い
自
然
や
他
の

参
加
者
と
の
会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
挑
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
地
点
と
な
っ
た
役
場
で
は
、
豪
華
景
品
が
当
た
る
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
最

後
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
２
日
、
村
住
民
ホ
ー
ル
で
天
誅
組
顕
彰
事
業
講
演
及
び
対
談
を
行
い
、
村
内

外
か
ら
約
１
３
０
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

水
本
村
長
の
挨
拶
の
後
、「
東
吉
野
と
天
誅
組
」
と
題
し
、
講
師
に
五
條
市
か
ら
登

録
有
形
文
化
財
藤
岡
家
住
宅
館
長
川
村
優
理
氏
を
迎
え
、
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
次
に
、
下
市

町
文
化
連
盟
会
長
の

大
西
一
則
氏
、
元
東

吉
野
村
教
育
長
の
阪

本
基
義
氏
、
東
吉
野

村
天
誅
組
顕
彰
会
会

長
の
桝
本
君
孝
氏
を

加
え
た
４
人
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん

は
、
熱
心
に
講
座
を

聴
き
天
誅
組
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
ま

し
た
。

東
吉
野
清
流
ウ
ォ
ー
ク

天
誅
組
顕
彰
事
業
講
演
会　

開
催

サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト　

東
吉
野
で
ポ
タ
リ
ン
グ

東
の
滝
・
夢
淵
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
開
催

広 報 ひ がしよし の 令和６年12月１日
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東の滝

サイクリングの様子

コットンボールが照らす飲食ブース

ひよしちゃんのお見送り

　

11
月
９
日
、
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
「
東
吉
野
で
ポ
タ
リ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
早
朝
は
氷
点
下
に
な
る
ほ
ど
の
寒
さ
で
し
た
が
、
開
催
時
間
に
な
る
頃
に

は
気
持
ち
の
良
い
日
が
差
し
、31
名
の
参
加
者
は
、村
内
各
地
に
設
置
さ
れ
た
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

景
色
や
食
事
、
ひ
よ
し
の
さ
と
マ
ル
シ
ェ
で
の
買
い
物
な
ど
、
村
内
の
魅
力
を
堪

能
し
て
い
た
だ
き
、
ゴ
ー
ル
時
に
は
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
到
達
数
に
応
じ
て
景
品

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
「
景
色
も
空
気
も
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
色
ん
な
場
所
で
食

事
や
買
い
物
も
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。」
と
、
あ
り
が
た
い
感
想
を
い
た
だ

け
ま
し
た
。

　

11
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
７
日
間
、
東
の
滝
、
夢
淵
、
丹
生
川
上
神
社
周
辺
で

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
昨
年
を
大
幅
に
超
え
る
約
４
，
０
０
０
名
の
来
場
者
が
訪
れ
、
９
日
（
土
）、

10
日
（
日
）
に
設
け
ら
れ
た
飲
食
ブ
ー
ス
に
は
、
村
の
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
り
、
郷
土

愛
を
育
む
目
的
で
東
吉
野
小
学
校
、
中
学
校
の
児
童
生
徒
た
ち
が
村
職
員
と
一
緒
に

作
成
し
た
、
東
吉
野
村
の
奨
励
作
物
で
あ
る
柚
子
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
コ
ッ
ト
ン
ボ
ー

ル
が
張
り
巡
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

幻
想
的
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
東
の
滝
や
夢
淵
、
対
岸
の
木
々
を
眺
め
て
い
た
方
々

か
ら
は
感
嘆
の
声
や
、「
来
て
良
か
っ
た
」
と
嬉
し
い
感
想
が
聞
こ
え
ま
し
た
。

サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト　

東
吉
野
で
ポ
タ
リ
ン
グ

東
の
滝
・
夢
淵
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
開
催

広 報 ひ がしよし の令和６年12月１日
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間伐作業の様子

参加したコスモ石油（株）堺製油所の皆さんとその家族

水本村長挨拶

キックオフの様子

　

東
吉
野
村
美み

緑り
ょ
く

の
森
づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し
て
、
平
成
22
年
度
か
ら
続
け
ら
れ

て
い
る
森
林
整
備
体
験
や
森
林
保
全
学
習
を
行
う
「
コ
ス
モ
の
森
」
が
11
月
10
日
大

字
小
の
山
林
等
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
先
に
締
結
し
た
東
吉
野
村
美み

緑り
ょ
く

の
森
づ
く
り
事
業
「
コ
ス
モ
の
森

づ
く
り
」
の
協
定
に
基
づ
き
、
コ
ス
モ
石
油
（
株
）
堺
製
油
所
社
員
及
び
グ
ル
ー
プ
会

社
社
員
と
そ
の
家
族
が
森
林
整
備
（
下
刈
り
、
つ
る
刈
り
、
除
伐
等
）
に
よ
り
健
全

な
森
林
育
成
を
実
施
し
、
社
員
の
み
な
ら
ず
堺
市
民
そ
の
他
一
般
の
方
々
の
森
林
保

全
学
習
や
自
然
生
態
系
に
関
す
る
体
験
学
習
な
ど
に
利
用
で
き
る
エ
コ
ツ
ア
ー
区
域

を
作
り
あ
げ
る
も
の
で
、
年
２
回
（
春
・

秋
）
実
施
し
、
今
回
24
回
目
と
な
り
ま

す
。

　

当
日
、
吉
野
中
央
森
林
組
合
の
方
よ

り
作
業
の
説
明
が
あ
り
、
45
名
の
参
加

者
が
各
班
に
分
か
れ
、
地
元
協
力
者
の

保
有
す
る
山

林
で
間
伐
作

業
や
、
間
伐

で
出
た
ま
き

を
使
っ
て
ピ

ザ
作
り
の
体

験
を
し
ま
し

た
。

　

10
月
26
日
、
大
字
三
尾
旧
四
郷
小
学
校
に
お
い
て
、
産
学
官
民
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、「
地
方
創
生
事
業
の
ア
イ
デ
ア
創
出
」
を
テ
ー
マ
と
し
、

持
続
可
能
な
地
域
経
済
の
実
現
と
次
世
代
の
人
材
育
成
の
た
め
、
東
吉
野
村
・
パ
ー

ソ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
・
株
式
会
社
Ｒ
ｅ
ｂ
ｅ
の
三
者
を
事
務
局
と
し

て
、
地
域
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
な
が
ら
越
境
学
習
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
パ
ー
ソ

ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
社
員
、
東
吉
野
村
の
地
域
の
方
、
役
場
職
員
が
協
力
し
て

東
吉
野
村
の
地
方
創
生
事
業
の
提
案
を
行
う
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
地
域
の
理
解
を
深
め
つ
つ
村
の
新
た
な
可
能
性
を
見
出
し
、
地
域
の
活

性
化
事
業
の
よ
り
よ
い
提
案
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
提
案
の
発
表
会
は
、
令
和
７
年
１
月
26
日
（
日
）
午
後
、
住
民
ホ
ー
ル
で
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
も
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

東
吉
野
村
美み

緑り
ょ
く

の
森
づ
く
り
事
業

第
24
回
「
コ
ス
モ
の
森
」
森
林
保
全
活
動

産
学
官
民
連
携
に
よ
る
越
境
型
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
地
方
創
生
事
業
の
ア
イ
デ
ア
創
出
」
キ
ッ
ク
オ
フ

「
歯
を
守
る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
・

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」
表
彰
受
賞

こ
ど
も
園
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

東
吉
野
村
体
育
協
会
主
催

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

広 報 ひ がしよし の 令和６年12月１日
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樋口結和菜さん　川口大仁くん　菅暁翔くん

こども園ハロウィンの様子

プレーの様子

優勝された「第２チーム」のみなさんと、(左)橋本教育長、(右)村体育協会津川会長

　

一
般
社
団
法
人
奈
良
県
歯
科
医
師
会
が
、
歯
科
疾

患
の
予
防
等
口
腔
の
衛
生
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
、
県
内
の
幼
児
・
小
・
中
・
高
等

学
校
学
生
を
対
象
に
「
歯
を
守
る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
・

標
語
」
の
募
集
を
行
っ
た
な
か
で
、
東
吉
野
こ
ど
も

園
の
川
口
大
仁
く
ん
と
樋
口
結
和
菜
さ
ん
が
特
選（
奈

良
県
知
事
賞
、
奈
良
県
教
育
長
賞
）
に
、
菅
暁
翔
く

ん
が
入
選
に
選
ば
れ
、
11
月
10
日
、
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

「
歯
を
守
る
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
・

標
語
コ
ン
ク
ー
ル
」
表
彰
受
賞

　

10
月
30
日
、東
吉
野
こ
ど
も
園
の
子
ど
も
達
が
、「
誰

に
対
し
て
も
物
怖
じ
せ
ず
対
応
で
き
る
こ
と
」
を
狙

い
と
し
て
、「
こ
ど
も
園
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」
を
計
画
し
、

園
外
保
育
で
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

村
長
、
副
村
長
、
教
育
長
、
各
課
長
ら
か
ら
お
菓

子
を
も
ら
う
た
め
に
、「
ト
リ
ッ
ク
オ
ア
ト
リ
ー
ト
」

と
合
言
葉
を
唱
え
、
一
人
ひ
と
り
お
菓
子
を
も
ら
い

ま
し
た
。

　

子
ど
も
達
も
周
り
の
大
人
達
も
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
ど
も
園
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

　

10
月
20
日
、
大
字
小
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
て
、
東

吉
野
村
体
育
協
会
主
催
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
明
け
方
ま
で
降
っ
て
い
た
雨
も
プ
レ
イ
前

に
は
無
事
に
回
復
し
、
柔
ら
か
な
日
差
し
の
下
で
の

プ
レ
イ
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
４
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
リ
ー
グ
戦
を
行

い
、
白
熱
し
た
戦
い
を
繰
り
広
げ
た
結
果
、
見
事
「
第

２
チ
ー
ム
」
が
優
勝
さ
れ
、「
第
１
チ
ー
ム
」
が
準
優

勝
と
な
り
ま
し
た
。

東
吉
野
村
体
育
協
会
主
催

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

広 報 ひ がしよし の令和６年12月１日
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工房の様子

横谷氏挨拶

風のおうち

競りの様子

　

11
月
７
日
、
桜
井
市
の
西
垣
林
業
株
式
会
社
原
木
市
場
に
お
い
て
「
秋
季
東
吉
野

材
ま
つ
り
市
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
西
垣
林
業
株
式
会
社
上
席
執
行
役
員
の
横
谷
氏
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
依
然

と
し
て
建
築
用
材
と
し
て
の
需
要
は
落
ち
て
お
り
、
住
宅
着
工
数
の
低
迷
も
あ
り
厳

し
い
状
況
で
す
が
、
高
級
品
質
高
樹
齢
の
吉
野
材
を
、
海
外
の
需
要
材
と
し
て
活
用

し
、
価
値
を
高
め
て
い
く
な
ど
、
新
た
な
動
き
も
聞
こ
え
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
活

動
が
吉
野
の
山
を
守
り
、
適
切
な
山
作
り
に
繋
が
っ
て
い
く
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

挨
拶
後
は
競
り
が
行
わ
れ
、
様
々
な
買
い
手
の
方
が
集
ま
り
、
多
く
の
材
が
売
れ
、

活
気
あ
る
東
吉
野
材
ま
つ
り
市
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
１
日
か
ら
４
日
の
４
日
間
、
村
内
各
地
で
「
は
じ
ま
り
の
東
吉
野
オ
ー
プ
ン

ア
ト
リ
エ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
村
在
住
の
36
組
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の

方
々
が
、
村
内
の
ア
ト
リ
エ
や
工
房
を
開
放
し
、
作
品
展
示
や
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
も
の
で
、
作
品
の
鑑
賞
や
購
入
だ
け
で
な
く
、
も
の
づ
く
り
の
背
景
や
ク

リ
エ
イ
タ
ー
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
触
れ
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

秋
季
東
吉
野
材
ま
つ
り
市
開
催

は
じ
ま
り
の
東
吉
野
オ
ー
プ
ン
ア
ト
リ
エ

広 報 ひ がしよし の 令和６年12月１日
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健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば
お
問
い
合
わ
せ
は

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

住
民
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

☎42ｰ0441

1212
月
の
保
健
事
業

月
の
保
健
事
業

子
育
て
サ
ロ
ン

（
ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ー
ク
ル
）

と
　
き
　
12
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　

10
時
～
11
時

と
こ
ろ
　
役
場
１
階
会
議
室

対
　
象

　
就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
、
妊
婦

内
　
容

　

体
重
測
定
・
育
児
相
談
・
保
護
者
同

士
の
交
流

持
ち
物
　
飲
み
も
の

申
込
み

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、12
月
16
日（
月
）

ま
で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

悩
み
ご
と
相
談
所

　

臨
床
心
理
士
が
、
様
々
な
悩
み
に
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
具
体
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
相
談
さ
れ

た
内
容
は
秘
密
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
　
き

　
12
月
21
日
（
土
）

　

10
時
～
16
時

　
（
12
時
～
13
時
ま
で
を
除
く
）

と
こ
ろ
　
役
場
１
階
会
議
室

申
込
み

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
予
約
制
で

す
の
で
、
12
月
19
日
（
木
）
ま
で
に
住
民

福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。【
相
談
者

１
人
に
つ
き
１
時
間
、
１
日
５
名
ま
で
】

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
費
用
助
成
の
お
知
ら
せ

～
予
防
接
種
費
用
の
助
成
は
12
月

末
接
種
分
ま
で
で
す
～

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
希

望
さ
れ
る
方
に
は
、
接
種
費
用
の
助
成

を
行
い
ま
す
。
接
種
期
間
は
医
療
機
関

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

医
療
機
関
に
ご
確
認
の
上
、
予
防
接
種

を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

【
高
齢
者
等
】

対
　
象

　
東
吉
野
村
に
住
民
票
が
あ
り
、
予
防

接
種
当
日
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方

①
65
歳
以
上
の
方

② 

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
の
障
害

を
有
す
る
方

助
成
対
象
接
種
期
間

　

10
月
１
日
（
火
）～
12
月
31
日
（
火
）

費
　
用

　

自
己
負
担
２
，
０
０
０
円
（
生
活
保

護
受
給
の
方
は
全
額
助
成
）

方
　
法

１
） 

村
内
医
療
機
関
、
南
和
広
域
医
療

企
業
団
３
病
院
（
五
條
病
院
、
吉

野
病
院
、
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
）
の
場
合
当
日
医
療
機
関
で
２
，

０
０
０
円
を
支
払
い
、
予
防
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

２
）村
外
医
療
機
関
の
場
合（
償
還
払
い
）

① 

接
種
前
に
住
民
福
祉
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い（
12
月
27
日（
金
）ま
で
）。

② 

接
種
当
日
、
役
場
が
発
行
し
た
必
要

書
類
を
持
参
し
、
予
防
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

③ 

か
か
っ
た
費
用
を
一
旦
、
全
額
医
療

機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

④ 

予
防
接
種
の
領
収
書
と
予
診
票
の
写

し
を
添
え
て
、
申
請
書
を
住
民
福
祉

課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

⑤ 

接
種
費
用
か
ら
自
己
負
担
金
を
除
い

た
金
額
を
助
成
し
ま
す
。

助
成
金
申
請
〆
切

　

令
和
７
年
２
月
28
日
（
金
）

【
子
ど
も
】

対
　
象

　
東
吉
野
村
に
住
民
票
が
あ
り
、
平
成

18
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で

接
種
当
日
の
時
点
で
生
後
６
か
月
に
達

し
て
い
る
方

※ 

13
歳
未
満
は
２
回
、
13
歳
以
上
は
１

回
接
種

助
成
対
象
接
種
期
間

　

10
月
１
日
（
火
）～
12
月
31
日
（
火
）

助
成
額
　
接
種
費
用
の
全
額

助
成
方
法
　
償
還
払
い

① 

接
種
前
に
住
民
福
祉
課
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い（
12
月
27
日（
金
）ま
で
）。

② 

接
種
当
日
、
役
場
が
発
行
し
た
必
要

書
類
を
持
参
し
、
予
防
接
種
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

③ 
か
か
っ
た
費
用
を
一
旦
、
全
額
医
療

機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

④ 
予
防
接
種
の
領
収
書
と
予
診
票
の
写

し
を
添
え
て
、
申
請
書
を
住
民
福
祉

課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

助
成
金
申
請
〆
切

　

令
和
７
年
２
月
28
日
（
金
）

冬
の
高
血
圧
対
策
（
室
温
を
18
度

以
上
に
保
つ
）
を
し
よ
う

　

冬
は
運
動
不
足
で
体
重
が
増
え
や
す

く
、
塩
分
が
高
い
も
の
を
食
べ
る
機
会

が
多
い
の
に
加
え
、
寒
さ
に
よ
り
全
身

の
血
管
が
収
縮
す
る
た
め
、
普
段
血
圧

に
問
題
が
な
い
方
で
も
血
圧
が
上
が
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

　

高
血
圧
は
心
筋
梗
塞
な
ど
の
心
臓
の

病
気
や
脳
梗
塞
、
脳
出
血
な
ど
の
脳
血

管
の
病
気
の
リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。
厚

生
労
働
省
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
心
臓

や
脳
血
管
の
病
気
に
よ
る
１
日
あ
た
り

の
死
亡
者
数
は
、
他
の
季
節
に
比
べ
12

月
～
３
月
の
間
が
明
ら
か
に
多
い
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

冬
の
高
血
圧
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、

運
動
不
足
の
解
消
や
塩
分
摂
取
を
控
え

る
こ
と
に
加
え
、
適
切
な
室
温
を
保
ち
、

寒
暖
差
に
よ
る
血
圧
の
乱
高
下
を
防
ぐ

こ
と
が
重
要
で
す
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保

健
機
関
）
で
は
冬
場
の
室
温
を
18
度
以

上
に
保
つ
こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
が
、

日
本
で
は
90
％
の
世
帯
で
冬
の
平
均
室

温
が
18
度
を
下
回
っ
て
い
る
と
い
う
報

告
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
適
切
な

室
温
を
保
つ
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

① 

日
中
に
カ
ー
テ
ン
を
開
け
て
部
屋
に

日
光
を
取
り
入
れ
、
日
が
落
ち
た
ら

カ
ー
テ
ン
を
閉
め
て
部
屋
に
熱
を
閉

じ
込
め
る
。

② 

ド
ア
や
窓
の
周
り
の
す
き
間
風
を
防

ぐ
（
暖
房
の
熱
の
20
％
は
す
き
間
風

で
失
わ
れ
ま
す
）

③ 

暖
房
の
ス
イ
ッ
チ
は
早
め
に
入
れ
、

浴
室
・
脱
衣
所
・
寝
室
を
暖
め
る
。

　

こ
の
冬
は
ぜ
ひ
部
屋
を
暖
か
く
し
て

過
ご
し
、高
血
圧
予
防
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

参
考
文
献　
ｅ

－

健
康
づ
く
り
ネ
ッ
ト
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お気軽にお問い合わせください　　　　　

相談日の種類 日　時 予約の必要 主催する部会

内科疾患に関する
健康相談

１２月４日（水）
午後１時４５分～２時４５分

予約必要
※受付締切１２月３日（火）

奈良県医師会内科部会

目の健康相談
１２月１０日（火）
午後２時～３時

予約必要 奈良県眼科医会

整形外科に関する
健康相談

１２月１１日（水）
午後３時～４時

予約必要
※受付締切１２月１０日（火）

奈良県医師会
　整形外科部会

場　所　奈良県医師会館　１階　県民健康サービス室（近鉄大和八木駅から北へ徒歩７分）

連絡先　〒６３４–８５０２　橿原市内膳町５–５–８　奈良県医師会各主催部会

　　　　ＴＥＬ　０７４４–２２–８５０２　　ＦＡＸ　０７４４–２３–７７９６

令和6年12月　奈良県医師会の学術部会が行う健康相談

　

手
根
管
（
し
ゅ
こ
ん
か
ん
）
症
候
群

と
は
、
神
経
が
手
首
で
圧
迫
さ
れ
指

が
し
び
れ
る
状
態
で
す
。

　

は
じ
め
は
人
差
し
指
、
中
指
に
し

び
れ
、
痛
み
が
出
ま
す
が
、
時
間
が

経
つ
と
親
指
か
ら
薬
指
も
し
び
れ
ま

す
。
時
間
が
経
つ
と
親
指
の
付
け
根

の
筋
肉
が
や
せ
て
、
親
指
と
小
指
で

物
を
掴
み
に
く
く
な
り
ま
す
。
妊
娠
・

出
産
期
や
更
年
期
の
女
性
が
多
く
発

症
し
ま
す
。

　

原
因
は
、
正
中
（
せ
い
ち
ゅ
う
）
神

経
が
手
首
に
あ
る
手
根
管
と
い
う
ト

ン
ネ
ル
内
で
圧
迫
さ
れ
、
手
首
の
運

動
が
加
わ
っ
て
症
状
が
出
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
（
図
参
照
）。

　

手
根
管
は
手
関
節
部
に
あ
る
骨
と

横
手
根
（
お
う
し
ゅ
こ
ん
）
靱
帯
で
囲

ま
れ
た
ト
ン
ネ
ル
で
、
そ
の
中
を
１

本
の
正
中
神
経
と
指
を
動
か
す
９
本

の
腱
が
、
膜
に
囲
ま
れ
て
走
っ
て
い

ま
す
。
妊
娠
・
出
産
期
や
更
年
期
の

女
性
の
場
合
は
、
女
性
の
ホ
ル
モ
ン

の
乱
れ
に
よ
る
腱
の
周
囲
の
む
く
み

が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

診
断
は
以
下
の
よ
う
に
し
て
行
い

ま
す
。
手
首
の
手
の
ひ
ら
側
を
指
で

た
た
く
と
、
し
び
れ
、
痛
み
が
指
先

に
響
き
ま
す
。
手
首
を
直
角
に
曲
げ

て
両
手
の
甲
を
あ
わ
せ
て
保
持
す
る

と
１
分
間
以
内
に
し
び
れ
、
痛
み
が

悪
化
し
ま
す
。

　

手
根
管
症
候
群
と
い
う
診
断
が
く

だ
さ
れ
た
ら
、
漢
方
薬
や
消
炎
鎮
痛

剤
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
な
ど
の
飲
み
薬
、

外
用
薬
で
治
療
し
ま
す
。
ま
た
、
腱

の
周
囲
の
む
く
み
を
治
め
る
た
め
に

手
根
管
内
に
注
射
が
行
わ
れ
ま
す
。

治
り
に
く
い
場
合
や
、
親
指
の
付
け

根
の
筋
肉
が
や
せ
た
り
、
腫
瘤
の
あ

る
も
の
な
ど
は
手
術
が
必
要
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

手
根
管
症
候
群
を
疑
う
症
状
が
あ

る
時
は
、
ぜ
ひ
近
く
の
整
形
外
科
医

に
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

奈
良
県
医
師
会

手
根
管
症
候
群
っ
て
な
に
？

手
根
管
症
候
群
っ
て
な
に
？
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　今年も残すところあと１か月となり、寒さも一段と厳しさを増してきました。１２月は「師走」とも
呼ばれる何かと慌ただしい時期です。忙しさの中で、つい食生活が乱れがちになる方も多いのではない
でしょうか？寒さに負けず、体調管理に気を付けて健康に１年を締めくくりましょう。

　好き嫌いをしていると栄養のバランスが崩れ、身体の抵抗力が弱くなってしまいます。冬においしい
魚や野菜、果物を上手に食事に取り入れて、風邪をひかないための栄養素をたっぷりとりましょう！

広 報 ひ がしよし の令和６年12月１日

11

給食センターだより１２月号給食センターだより１２月号



こんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターです
☆出前介護相談のご案内
　○介護疲れで話を聴いてほしい　○介護の仕方を教えてほしい

　○介護制度に関すること　等々

　（秘密は厳守いたします）

　担当者がご自宅に訪問し、介護のご相談に対応いたします。

　地域包括支援センターへお気軽にご連絡ください。

　　

☆障がい者介護相談のご案内
　障害のある方やそのご家族を対象に、暮らしの事、将来的な事、生活上の心配事等々

の相談をお受けするため、東吉野村役場にて窓口を開設しています。

　例えば、

　『人と話したり関わるのが苦手・・・だけど外に出たい。何か方法はないかな？』

　『福祉サービスってどうやったら使えるの？どんなものがあるの？』

　『高齢になってきて、子供の将来が心配・・・。』　ｅｔｃ．

　下記の日程で来所もしくはお電話にて生活相談センターのどかの相談員が対応いたし

ます。

　　日　時　１２月１８日（水）１３時～１６時　　場　所　役場１階会議室

　　ＴＥＬ　４２－０４４１（住民福祉課）　※担当相談員にお繋ぎします。

※�足を運ぶのはちょっと・・・『でも、直接話を聞いて欲しい！』という方は事前に上記

連絡先にお知らせしていただければ訪問させていただきます。

※�相談窓口開設日以外でも、生活相談センターのどかへ直接電話相談可能です。

　ＴＥＬ　０７４７－５３－２１５３へご連絡いただければ相談員が対応いたします。

　（のどか開所日　月曜～金曜９時～１７時３０分／第１・第３土曜１３時～１７時）

広 報 ひ がしよし の 令和６年12月１日
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こんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターです
奈良県歯科衛生士会による県民公開講座が開催されました

　１０月１７日に村住民ホールにて、奈良県歯科衛生士会による県民公開講座「健口イベ

ント～すこやか健康ライフはお口から～」が開催され、１８名の参加がありました。

歯科衛生士の吉福先生による講話「食べる楽しみいつまでも」に続き、会場内のブースに

て、お口の年齢測定や舌の筋力測定・お口の乾燥度測定などお口の状態のチェックを行

いました。ご参加された方からは、「たくさんお土産をもらえて良かった。」や「勉強にな

りました。」「今日は来て良かった。」等の声が聞かれました。

いきいき美容教室を開催しました
　１０月２８日に村住民ホールにて、資生堂ジャパンの講師によるいきいき美容教室を

開催しました。

　１０１歳の方も含む１５名の方が参加され、化粧をする事によって得られる３つの効

果の説明を聞き、ストレッチを中心とした準備体操、資生堂の化粧品を使用してのメイ

クアップを行いました。

　ご参加いただいた方から「顔に張りが出てすっきりしました。」や「今日の美容講習を受

け前向きになれました。」「今日参加してまた明日から頑張って美しくなりたいと思いま

した。」等の感想がありました。

　最後に村長より「来年も開催したいと思いますので、より多くの方にご参加いただきた

い。」とのお言葉がありました。

広 報 ひ がしよし の令和６年12月１日
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３６５歩のマーチ体操

餅まき

モルック

輪投げ

秋の音楽会

　輪投げ大会１位、２位、３位の皆さん

午後の部
　輪投げ大会　練習1回　本番2回　
　モルック体験
　秋の音楽会　松谷文美先生　『里の秋』と『好きになった人』『お座敷小唄』
　餅まき　　　餅４０升　

広 報 ひ がしよし の 令和６年12月１日
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クイズ大会

　職員の本気のぞうきんがけ対決 クイズで優勝した７グループの皆さん

ふれあいサロンピック２０２４
　１０月２４日（木）に、ふれあいサロンピック２０２４を開催しました。
　参加者は１２０名で午前の部は１３グループに分かれてクイズを楽しんでいただきました。
　ふれあいサロンピックでは、恒例の職員対決予想クイズで、ぞうきんがけ対決やお盆競争や
目隠し足踏み対決で今年も職員が体を張って大いに会場を盛り上げました。
　午前の部
　　笑ってこたえて　団体戦でクイズ大会

広 報 ひ がしよし の令和６年12月１日
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29

る笑顔がいっぱい見られた１
日になりました。
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